
長臨時増刊

現

代

思

想

一
九
八
二
年
七
月
号

表
紙
・
扉
作
品
l
桑
原
伸
之

セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ノ
ン
セ
ン
ス
⑧
1
古
川
タ
ク

目
次

141 

載
-
動
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
l

・7

数
学
と
日
本
語

ア
χ
ダ
ル
シ
ア
遁
逢
二

斎

藤

正

彦

8 

矢

島

文

夫

10 

樺

山

紘

16 

長

野

敬

18 20 28 

佐
々
木
孝
次

40 33 ラ474 

変
貌
す
る
都
市

篠
田
浩
一
郎

134 

空
間
の
歪
み
と
し
て
の

村
上
陽
一
郎

138 87 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

空
間
の
表
現
そ
し
て

中
村
雄
二
郎

-

m卯
壇

意

現
代
忠
必
の
先
端
を
桁
く
ジ
ヤ
つ
ク
・
デ
リ
ダ
宏
事
「
真
実
の
配
達
人
」
、

「
F
o
r
J
、
「
G
i
a
s
(抄
)
」
を
は
じ
め
、
ピ
ユ
ジ
ヨ
ル
、
マ
ド
ー
ル
、
盟
崎

光
一
ら
の
デ
リ
ダ
論
を
収
め
る
。
デ
リ
ダ
忠
恕
の
核
心
に
迫
る
特
別
企
同
!

豊
崎
光
一編
集

03 (294) 7829 

「画家に棲まう美術史 その二 --モーリス・ドニ『理論』における歴史記述の問題」『現代思想』1982年7月号 pp.190-199



現代思想、σ:

五
十
嵐
一
/
異
方
忠
道
/
鈴
木
幹
也
/
吉
田
敦
彦
/
川
烏
重
成

安
西
興
/
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

H
・カ
l
ン
/
原
正
幸
/
神
崎
繁

戸
部
順
一
/
松
永
雄
二
/
岩
田
靖
夫

対
話

1
山
本
七
平
/
秦
剛
平
参
考
年
表

哲
学
年
譜

篠
田
浩
一
郎

村
上
陽
一
郎

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

空
間
の
表
現
そ
し
て

あ
る
い
は
表
現
の
空
間

図
形
楽
譜
と
空
間
/
前
衛
芸
術
の
戦
略

箱
庭
世
界
の
解
読

中
村
雄
二
郎

一

柳

慧

工

藤

哲

巴

河

合

隼

雄

画
家
に
棲
ま
っ
美
術
史
そ
の
二

稲

賀

繁

美

千

葉

康

則

研
究
手
帖

古

田

幸

男

幼 74 134 138 87 94 68 173 142 Iラ0162 183 190 200 204 

神田神保町

「画家に棲まう美術史 その二 --モーリス・ドニ『理論』における歴史記述の問題」『現代思想』1982年7月号 pp.190-199



画
家
に
棲
ま
う
美
術
史

モ
I
リ
ス
・
ド
ニ
「
理
論
」
に
お
け
る
歴
史
記
述
の
問
題

後

稲
賀
繁
美

セ
ザ
ン
ヌ
ー
ー
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
の
発
見
と
解
釈

さ
て
、
一
九

O
六
年
に
始
め
て
接
し
た
〈
光
の
等
価
物
は
純
色
で
あ
る
〉
と

い
う
ゴ

l
ギ
ャ
ン
の
定
義
が
何
故
ド
ニ
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
〈
啓
示
〉
た
り
得

た
か
を
十
全
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
頃
|
|
つ
ま
り
ド
ニ
の
古
典
回
帰

後
ー
ー
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
ド
ニ
の
頭
の
中
に
明
確
な
像
を
結
び
は
じ
め

た
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
存
在
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

ゴ
l
ギ
ャ
ン
の
等
価
物
定
義
を
ド
ニ
が
知
っ
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
ド
ニ
の

視
野
に
入
っ
て
来
る
セ
ザ
ン
ヌ
の
言
葉
は
、
象
徴
主
義
か
ら
古
典
主
義
へ
の
ド

ニ
の
理
論
的
断
絶
を
矛
盾
な
く
止
揚
す
る
上
で
、
決
定
的
な
役
割
り
を
果
す
こ

と
に
な
る
。
い
わ
ば
セ
ザ
ン
ヌ
像
の
形
成
は
、
ド
ニ
に
と
っ
て
、
象
徴
主
義
と
古

典
主
義
と
の
不
連
続
線
を
埋
め
る
、
こ
の
上
な
い
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
の
発

見
に
も
等
し
か
っ
た
。
こ
の
セ
ザ
ン
ヌ
を
橋
わ
た
し
に
、
ド
ニ
は
、
一
度
は
捨
て

た
象
徴
主
義
を
、
今
や
古
典
主
義
と
完
全
に
折
り
合
う
も
の
と
し
て
救
出
し
、

八
回
収
〉
す
る
と
と
も
に
、
逆
に
、
セ
ザ
ン
ヌ
か
ら
ゴ

l
ギ
ャ
ン
さ
ら
に
ナ
ビ

派
へ
と
い
う
「
等
価
物
」
の
象
徴
主
義
形
成
の
系
譜
を
〈
発
見
〉
し
、
セ
ザ
ン

II1II""""'" 

に
、
今
日
の
画
家
た
ち
は
、
人
生
の
情
景
を
表
象
(
『
弓
広
告
E
2
)
し
よ
う
と

工
夫
を
凝
ら
し
て
、
そ
の
た
め
に
、
高
揚
し
た
激
情
が
危
機
に
頻
す
る
こ
と
に

な
る
、
中
世
的
な
態
度
、

A
理
想
的

V
な
容
貌
が
」
(
ぎ
(
「
シ
ャ
ン
・
ド
・
マ

ル
ス
の
サ
ロ
ン
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
展
」
一
八
九
二
年
)
と
い
う
現
状
批
判
の
用
例

に
端
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
〈
表
象
否
定
・
表
現
肯
定
〉
の
立
場
で
あ
っ

た。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
表
現
性
中
心
主
義
は
、
ド
ニ
の
古
典
回
帰
と
そ
れ
に
続
く

ヴ
ュ
イ
ヤ

l
ル
と
の
論
争
を
通
じ
て
、
ド
ニ
自
ら
否
定
せ
ざ
る
を
得
ぬ
謬
説
と

セ
ザ
ン
ヌ
礼
譲
(
一
九

O
C
)

ーーーモ
l

リ
ス
・
ド
ニ

(11 
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ヌ
を
九

O
年
の
象
徴
主
義
絵
画
運
劃
の
先
導
者
に
位
置
づ
け
る
こ
と
と
な
る
。

一
九

O
六
年
、
ド
ニ
は
盟
友
の
画
家
ケ
ル
・
ク
サ
ヴ
ィ
エ
ル
・
ル
セ

l
ル
と

と
も
に
、
エ
ク
サ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
セ
ザ
ン
ヌ
を
訪
ね
て
い
る
。
日
記
一

月
二
六
日
の
条
に
、
こ
の
会
見
の
際
に
セ
ザ
ン
ヌ
の
語
っ
た
言
葉
が
記
録
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
中
に
次
の
一
節
が
あ
る
。

ど
う
や
っ
て
光
を
、
反
射
を
、
い
か
な
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
獲
得
す

る
か
。
(
中
略
)
光
は
複
製
(
円
。
胃
az--d)

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
他

の
も
の
、
色
彩
に
よ
っ
て
表
象
(
司
名
門
小
m
c
z
g
)
さ
れ
る
べ
き
だ
c

こ
れ
を
発

見
し
た
時
は
満
足
し
た
(
必
)
。

何
故
セ
ザ
ン
ヌ
の
こ
の
言
葉
が
ド
ニ
に
と
っ
て
、
本
質
的
な
重
要
性
を
持
ち

得
た
の
か
。
そ
の
理
由
を
探
る
た
め
に
は
、
象
徴
主
義
時
代
の
ド
ニ
の
タ

l
ミ

ノ
ロ
ギ
ー
を
ふ
り
返
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

一
八
九
二
年
以
降
、
象
徴
主
義
時
代
の
ド
ニ
の
基
本
的
立
場
は
、
ケ
調
和
の

あ
る
、
適
切
な
構
図
で
、
神
秘
的
な
感
情
の
光
を
表
現

(
2胃
5
0与
す
る
代
り

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
古
典
開
眼
直
後
に
は
こ
の
反
動
で
極
端
な
「
表
現
」
敵
視

の
姿
勢
を
と
る
ド
ニ
も
、
結
局
は
、
表
現
と
表
象
の
一
綜
合
」
(
こ
の
重
要
な

術
語
自
体
「
古
典
回
帰
」
後
、
意
味
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
註

1

の
拙
稿
参
照
)
を
、
「
新
古
典
秩
序
」
の
名
の
下
に
追
求
す
る
こ
と
に
な

る
。
「
我
々
に
と
っ
て
の
古
代
の
重
要
性
は
全
て
以
下
に
あ
る
。
つ
ま
り
、

〈
個
人
的
類
似
〉
の
正
確
さ
と
、
〈
感
情
〉
表
現
(
作
品
5
5
Zロ
)
と
に
向
か
う

現
代
(
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
)
の
傾
向
と
は
反
対
に
、
古
代
は
む
し
ろ
最
も
正

常
な
魂
の
状
態
に
お
け
る
、
人
間
性
一
般
の
一
典
型
の
表
象

(
2胃
r
g
E
Eロ)

を
好
む
。
さ
て
私
に
と
っ
て
は
、
可
能
な
限
り
単
純
、
明
快
か
つ
高
貴
な
形
の

う
ち
に
、
偶
発
的
で
個
人
的
な
生
き
ら
れ
た
情
動
を
盛
り
込
む
仕
事
、
こ
の
仕

事
が
、
あ
l
ノ
う
る
仕
事
の
内
で
最
も
情
熱
を
掻
き
立
て
る
も
の
だ
」
(
灯
)
(
一
九

0
0
年
一
月
)
。

こ
の
、
「
特
殊
な
情
動
か
ら
一
般
的
な
表
現
に
達
す
る
こ
と
。
綜
合
」
(
き
こ

そ
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
と
、
キ
リ
ス
ト
教
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
派
と
の

「
奇
蹟
的
な
妥
協
」
の
上
に
成
し
就
げ
た
偉
業
で
あ
り
、
ま
た
ア
ン
グ
ル
が
模

範
と
し
た
立
場
で
あ
る
(
「
ア
ン
グ
ル
の
弟
子
」
一
九

C
二
年
三

ω)
。
か
く
し

て
、
表
象
と
表
現
の
綜
合
が
、
ド
ニ
の
古
典
主
義
の
課
題
と
な
る
(
印

)
C

か
た
や
象
徴
主
義
時
代
の
〈
表
象
否
定
・
表
現
肯
定
〉
と
、
か
た
や
古
典
回

帰
後
の
〈
表
象
と
表
現
の
綜
合
〉
と
い
う
両
立
し
得
な
い
こ
つ
の
立
場
を
二
つ

な
が
ら
救
出
し
、
包
括
す
る
処
方
芸
こ
そ
、
ド
ニ
が
先
ほ
ど
の
七
ザ
ン
ヌ
の
言

葉
、
「
私
ぽ
太
陽
は
複
製
で
き
な
い
が
、
表
象
で
き
る
こ
と
を
発
見
し
吃
」
(
引
)

(
「
太
陽
」
一
九

O
六
年
)
と
い
う
言
葉
に
見
い
だ
し
た
も
の
で
功
フ
戸
た
申
(
図

1
参
照
)
。
象
徴
主
義
期
の
一
表
象
一
に
含
ま
れ
て
い
た
否
定
的
意
味
あ
い
を
、

今
ぞ
「
複
製
」
に
転
嫁
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
し
て
の
「
表
象
」
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宍

1
i
l
i
t
-
j
4

に
は
今
後
、
象
徴
主
義
期
の
「
表
象
」
と
「
表
現
」
と
の
三
つ
の
意
味
内
容

を
包
括
し
「
綜
合
」
す
る
広
義
の
シ
ニ
フ
ィ
エ
を
付
与
す
る
は
一
方
で
、
「
表

象
」
を
「
複
製
」
に
、
「
表
現
」
を
「
表
象
」
と
言
い
換
え
る
一
歩
後
退
の
座

標
変
換
を
行
な
い
、
他
方
で
、
「
表
象
」
の
意
味
の
幅
の
陵
昧
さ
に
便
乗
し
た

語
義
拡
大
を
行
な
う
。

セ
ザ
ン
ヌ
の
言
葉
に
着
想
を
得
た
〈
表
象
否
定
・
表
現
肯
定
〉
か
ら
八
複
製

否
定
・
表
象
肯
定
〉
へ
、
と
い
う
、
こ
の
平
行
移
動
と
語
義
拡
大
の
二
重
操
作

の
お
陰
で
、
ド
ニ
は
つ
い
に
象
徴
主
義
と
古
典
主
義
と
を
同
一
視
で
き
る
視
空

を
手
に
入
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
こ
の
後
ド
ニ
は
、
八
一
八
九

O
年

ご
ろ
の
象
徴
主
義
と
は
、
太
陽
を
「
複
製
」
す
る
代
り
に
、
色
彩
で
「
表
象
」

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
〉
、
と
す
る
遡
及
的
合
理
化
を
ほ
ど
こ
し
た
歴
史
像
を
、

世
間
に
広
め
て
ゆ
く
の
で
あ
る
(
臼
言

セ
ザ
ン
ヌ
と
ゴ
l
ギ
ャ
ン
を
つ
な
ぐ
も
の
!
|
理
想
型
と
因
果
帰
属
説

だ
が
、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
ほ
、
八
太
陽
は
勝
動
で
き
な
い
が
や
併
で
き

る
〉
(
一
九

O
六
年
一
月
)
と
い
う
セ
ザ
ン
ヌ
の
言
葉
と
、
同
年
ド
・
ロ
ト
ン

シ
ャ
ン
の
著
に
見
つ
け
た
ゴ

l
ギ
ャ
ン
の
八
わ
の
等
価
物
と
は
仲
⑪
で
あ
る
〉

と
の
考
え
と
が
、
ド
ニ
の
頭
の
中
で
二
重
写
し
に
な
り
、
野
合
を
遂
げ
た
こ
と

で
あ
る
。
ゎ
は
複
妙
で
き
な
い
か
ら
、
そ
の
等
価
物
た
る
伶
か
]
を
用
い
て
安
併

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
ド
ニ
は
セ
ザ
ン
ヌ
美
学
と
ゴ

l
ギ
ャ
ン
の
等
価

，
物
象
徴
主
義
の
接
点
を
八
発
見
〉
し
た
。
両
者
の
美
学
を
同
一
視
す
る
こ
の
解

p
匂
「
釈
は
ま
ず
『
日
記
』
一
九

O
六
年
十
月
(
臼
)
に
表
明
さ
れ
、
つ
い
で
「
太
陽
」

「
/
(
一
九

O
六
年
)
に
公
表
さ
れ
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
の
言
う
「
〈
複
製
〉
と
八
表

象
〉
、
こ
の
二
語
の
対
照
の
う
ち
に
、
我
々
の
、
文
学
的
で
は
な
く
絵
画
の
動

ら
た
い
し
て
隔
つ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
他
に
も
、
例
え
ば
、
一
九

O
四
年
一
二
月
二
三
日
の
エ
ミ

l
ル
・
ベ
ル
ナ

l
ル
宛
て
の
手
紙
か
ら
も
傍
証

さ
れ
る
(
訂
)
。
だ
が
「
光
は
画
家
に
は
存
在
し
な
い
」
「
色
彩
感
覚
に
よ
る
表

象
」
と
い
っ
た
言
葉
が
、
こ
れ
以
前
の
セ
ザ
ン
ヌ
の
手
紙
に
は
見
ら
れ
な
い
以

上
、
こ
の
時
点
で
既
に
死
去
し
て
い
る
ゴ

l
ギ
ャ
ン
が
、
八
光
の
等
価
物
と
し

て
の
純
色
〉
の
着
想
を
セ
ザ
ン
ヌ
か
ら
得
た
可
能
性
は
少
な
い
と
き
守
え
よ
う
。
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徴
主
義
の
教
義
l
l
l
八
等
価
物
〉
の
象
徴
主
義
の
教
義
ー
ー
を
要
約
す
る
す
ば

ら
し
い
定
式
」
(
臼
)
を
見
い
だ
す
こ
と
で
、
ド
ニ
は
セ
ザ
ン
ヌ
を
象
徴
主
義
者
と

認
知
す
る
。

否
そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
こ
の
美
学
上
の
一
致
を
根
拠
に
、
ド
ニ
は
、
セ
ザ

ン
ヌ
か
ら
ゴ

l
ギ
ャ
ン
へ
と
い
う
「
等
価
物
象
徴
主
義
」
形
成
史
の
系
譜
を
案

出
す
る
。
「
太
陽
は
複
製
で
き
な
い
も
の
だ
が
、
表
象
で
き
る
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
私
は
発
見
し
た
」
と
い
う
セ
ザ
ン
ヌ
の
見
解
を
「
よ
り
明
確
に
我
々
に

教
え
た
」
の
が
、
「
セ
ザ
ン
ヌ
の
弟
子
た
ち
の
う
ち
最
も
周
知
の
人
物
で
あ
る

ゴ
l
ギ
ャ
ン
」
で
あ
り
、
そ
の
教
え
こ
そ
「
等
価
物
な
い
し
争
徴
主
義
」
(
き
で

あ
る
、
と
ド
ニ
は
説
く
。
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大
切
な
こ
と
は
、
象
徴
主
義
に
お
い
て
木
質
的
な
こ
と
が
そ
の
自
然
に
対
す

る
態
度
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
お
く
こ
と
だ
。
ヘ
複
製
〉
し
て

ほ
な
ら
な
か
っ
た
。
八
表
象
〉
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
何
に
よ
っ

て
?
造
形
的
な
彩
色
さ
れ
た
八
等
価
物
〉
に
よ
っ
て
。
こ
の
文
章
は
ポ
ー

ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
に
由
来
す
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
は
一
八
九

O
年
の
運
動
の
先
導
者

で
あ
っ
た
。
(
『
十
九
世
紀
・
二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス
美
術
畏
』
チ
ュ

l
リ

γ

ヒ、

一
九
一
七
年
、
カ
タ
ロ
グ
序
文
)
(
時
)

か
く
し
て
、
等
価
物
の
美
学
が
セ
ザ
ン
ヌ
か
ら
ゴ

l
ギ
ャ
ン
や
ナ
ピ
派
に
直

接
伝
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
読
者
に
与
え
る
八
系
譜
〉
が
こ
こ

に
創
出
さ
れ
、
美
術
史
家
は
こ
の
〈
神
話

V
、
根
拠
不
明
の
幻
の
系
譜
に
悩
ま

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
(
図
2
)
(
時)。

た
し
か
に
、
晩
年
の
セ
ザ
ン
ヌ
の
画
論
が
、
ゴ

1
ギ
ャ
ン
の
「
等
価
物
」
か

ゴ
!
ギ
ャ
ン
と
セ
ザ
ン
ヌ
が
別
々
に
な
し
た
共
通
の
八
発
見
〉
ば
、
互
い
に
知

ら
ぬ
な
が
ら
共
通
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
換
を
経
験
し
て
い
た
二
人
の
前
衛
画
家
に

到
来
し
た
一
種
の
〈
偶
然
の
符
合
〉
、
〈
同
時
多
発
的
発
見
V
の
類
な
の
で
あ

る
|
|
B
む
ろ
ん
ゴ

l
ギ
ャ
ン
が
セ
ザ
ン
ヌ
の
絵
を
愛
蔵
し
て
い
た
こ
と
は
忘
れ

て
は
な
る
ま
い
が
翁
)
。

こ
の
二
人
の
独
立
し
た
発
見
(
ゴ

l
ギ
ャ
ン
一
八
九
六
年
以
降
、
セ
ザ
ン
ヌ

一九

O
四
年
以
降
)
を
ド
ニ
が
〈
セ
ザ
ン
ヌ
か
ら
ゴ

l
ギ
ャ
ン
へ
〉
と
い
う
、

文
献
的
に
は
編
年
的
に
前
後
関
係
の
転
倒
し
た
〈
系
譜
〉
に
無
理
矢
理
押
し
込

ん
で
八
神
話
〉
を
毘
造
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
も
と
も
と
ド
ニ
の
脳
裏
に
「
セ

ザ
ン
ヌ
の
ゴ

l
ギ
ャ
シ
へ
の
影
響
」
(
ぎ
と
い
う
八
理
念
型
〉
が
こ
び
り
つ
い
て

い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
実
際
か
つ
て
ゴ

l
ギ
ャ
ン
は
セ
ザ
ン
ヌ
に
師
事
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
一
八
八
八
年
に
既
に
ゴ

i
ギ
ャ
ン
が
等
価
物
の
美

学
を
セ
リ
ュ
ジ
ェ
に
語
っ
た
以
上
(
と
今
は
そ
う
信
じ
て
い
る
ド
ニ
に
と
っ

て
)
、
セ
ザ
ン
ヌ
が
そ
れ
以
降
に
例
の
発
見
を
し
た
の
で
は
、
な
ぜ
二
人
が
同
じ

考
え
を
抱
く
に
至
っ
た
の
か
の
〈
理
由
〉
が
つ
か
な
く
な
る
。
こ
れ
で
は
単
な

る
八
偶
然
の
一
致
〉
に
な
っ
て
し
ま
う
。
む
し
ろ
ド
ニ
は
セ
ザ
ン
ヌ
と
ゴ

l
ギ

ャ
ン
の
美
学
の
親
近
性
に
気
付
い
た
時
、
そ
の
類
似
の
理
由
を
お
の
ず
と
師
弟

聞
の
伝
授
と
い
う
八
因
果
律
〉
に
帰
属
せ
し
め
た
わ
け
で
あ
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
が

ゴ
l
ギ
ャ
ン
よ
り
後
に
、
し
か
も
二
十
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
、
八
光
を
複
製
す

る
代
り
に
色
彩
で
表
象
す
る
こ
と
〉
を
発
見
し
た
な
ど
と
い
う
辻
棲
の
あ
わ
な

い
八
史
実
〉
が
存
在
す
る
可
能
性
な
ど
、
ド
ニ
は
も
と
よ
り
夢
想
だ
に
し
な
か

っ
た
に
違
い
な
い
。
要
す
る
に
ド
ニ
は
一
九

O
六
年
に
彼
の
視
野
に
入
っ
て
き

た
セ
ザ
ン
ヌ
と
ゴ

i
ギ
ャ
ン
の
言
葉
を
、
そ
の
出
典
年
代
順
に
は
全
く
無
頓
着

に
、
八
師
弟
関
係
〉
に
沿
っ
て
八
論
理
的
V
に
再
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
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し
そ
の
八
論
理
性
〉
が
逆
に
短
絡
を
ま
ね
き
、
ド
ニ
を
し
て
師
弟
関
係
と
い
う

〈
理
念
型
〉
に
則
し
た
架
空
の
〈
因
果
帰
属
説
〉
の
案
出
へ
と
誘
い
込
ん
だ
わ

け
で
あ
る
。

セ
ザ
ン
ヌ
か
ら
ゴ

l
ギ
ャ
ン
さ
ら
に
ナ
ピ
派
へ
と
い
う
一
見
ま
こ
と
し
や
か

な
こ
の
象
徴
主
義
形
成
の
系
譜
は
、
実
は
ド
ニ
の
八
追
理
解
〉
に
際
し
て
忍
び

込
ん
だ
〈
過
剰
解
釈
〉
が
八
理
念
と
し
て
の
系
譜
〉
と
一
致
・
競
合
し
、
循
環

を
起
こ
し
た
た
め
に
発
生
し
た
ひ
と
つ
の
閉
鎖
系
、
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
に
他
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

* 

一
九

O
六
年
。
こ
の
年
ド
ニ
は
七
サ
ン
ヌ
の
教
え
を
受
け
、
そ
れ
を
挺
子
に

象
徴
主
義
と
古
典
主
義
を
統
合
し
た
ば
か
り
か
、
他
方
ゴ

l
ギ
ャ
ン
の
「
等
価

物
」
を
知
る
に
お
よ
ん
で
、
は
じ
め
て
一
八
八
八
年
の
ゴ

l
ギ
ャ
ン
の
「
福
音
」

の
〈
本
当
の
意
味
〉
を
〈
理
解
〉
で
き
た
と
と
も
に
、
そ
の
「
等
価
物
」
が
先

の
セ
ザ
ン
ヌ
の
教
説
に
ぴ
た
り
と
符
合
す
る
こ
と
に
気
付
い
て
、
セ
ザ
ン
ヌ
か

ら
ゴ

l
ギ
ャ
ン
へ
と
い
う
象
徴
主
義
形
成
史
の
系
譜
ま
で
〈
発
見
〉
し
た
。
ド

ニ
が
セ
リ
ュ
ジ
ェ
を
介
し
て
コ

l
ギ
ャ
ン
の
教
え
に
接
し
た
の
は
、
こ
の
大
い

な
る
〈
歴
史
の
発
見
〉
の
年
一
九

O
六
年
を
去
る
こ
と
、
既
に
十
八
年
の
昔
で

あ
っ
た
。

こ
の
遅
延
を
得
て
は
じ
め
て
ド
ニ
は
、
あ
の
時
の
ゴ

l
ギ
ャ
ン
の
言
葉
の
意

味
を
、
当
時
よ
り
深
く
〈
追
理
解
〉
し
得
る
什
析
を
入
手
で
き
た
の
だ
が
、
逆

説
的
な
こ
と
に
そ
の
情
報
は
、
意
味
を
な
す
富
山
f
o
g
g巾
)
よ
う
に
統
合
的

に
再
構
成
さ
れ
る
や
、
当
の
〈
史
実
〉
と
は
全
く
相
貌
を
異
に
し
た
〈
過
剰
解

釈
〉
へ
と
偏
向
し
た
結
晶
を
析
出
し
て
し
ま
う
c

追
理
解
に
際
し
て
採
用
さ
れ

ドニの陀史{象

(1906) 

、
内
↓

h

¥
1
3
1ギ
ャ
、
判

セ
ザ
y
ヌ
ヘ
×
棺
製

/
O
表
象

問ロワ一六¥

ゴーギャン 1896-8 

諮 等価物ミベ;ロトンシャン

lセリュジェ i 可、
↓ i ~~ 

l"- ιー ~Vニニ.等価物 =~---トー-一一・l
プ二テイノス 古典回帰 : 1903 I 1906 
スペンサ 97-98" : 
テーヌ ~ 、主;
オーリエ

ドニ (0表現 表号万JEL----ート・ 1(¥(¥
2 ・ ー ， マ
¥x表象 : _AO 

E ノ，r " 

904-6 1 rfO表象

・セザンヌ A 一一ーl
¥x按製

図2

た
史
料
の
合
理
的
な
利
用
が
、
歴
史
そ
の
も
の
を
〈
合
理
化
〉
し
て
し
ま
う
。

追
理
解
|
|
歴
史
理
解
の
可
能
性
そ
れ
自
体
が
〈
史
実
〉
か
ら
の
逸
脱
の
契
機

と
な
る
と
い
う
こ
の
矛
盾
|
|
こ
の
矛
盾
に
歴
史
記
述
に
ま
つ
わ
る
根
本
的
問

題
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
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自
伝
の
論
理
、
歴
史
学
の
論
理

こ
れ
ま
で
ド
ニ
引
用
者
は
、
ド
ニ
が
一
九

O
六
年
以
降
に
語
る
こ
の
〈
過
剰

解
釈
〉
を
〈
史
実
〉
と
短
絡
的
に
混
同
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
だ

が
、
ド
ニ
が
こ
こ
で
案
出
し
た
、
象
徴
主
義
形
成
に
ま
つ
わ
る
八
系
譜
〉
は
、

あ
く
ま
で
も
古
典
主
義
転
向
後
の
ド
ニ
の
視
座
と
思
い
込
み
と
に
と
ら
わ
れ
た

〈
回
顧
的
空
想

v
p
z
n
r
z
s
Z
2
2
S
U
E
S日
E
Z
5
2
2
Z乏
の

産

物

に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
回
顧
的
合
理
化
の
産
物
で
あ
る
〈
証
言
〉
と
〈
史
実
〉

と
を
混
同
す
る
よ
う
な
安
易
な
ド
ニ
引
用
は
、
文
献
学
的
反
省
を
欠
い
た
、
き

わ
め
て
危
険
か
つ
未
熟
な
態
度
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
遡
及
的
合
理
化
に
よ
っ
て
〈
過
去
〉
を
〈
歪
曲
〉
し
〈
担

造
〉
し
た
と
し
て
ド
ニ
を
批
難
す
る
の
は
お
門
違
い
で
あ
る
。
た
し
か
に
ド
ニ

は
、
ゴ

l
ギ
ャ
ン
の
「
等
価
物
」
を
一
八
八
八
年
の
文
脈
に
遡
及
し
て
適
用
す

る
と
い
う
、
〈
史
実
〉
の
〈
歪
曲
〉
を
行
な
い
、
さ
ら
に
は
セ
ザ
ン
ヌ
か
ら
ゴ

l
ギ
ャ
ン
へ
の
「
等
価
物
」
理
論
の
伝
授
と
い
う
、
あ
り
も
し
な
い
〈
史
実
〉

を
〈
担
造
〉
し
た
に
は
違
い
な
い
。
だ
が
ド
ニ
の
想
起
し
た
〈
過
去
〉
が
ど
れ

だ
け
〈
史
実
〉
と
異
っ
て
い
よ
う
と
も
、
ド
ニ
に
と
っ
て
、
彼
が
想
起
し
た
あ

の
〈
過
去
〉
以
外
の
過
去
は
存
し
得
な
い
。

む
し
ろ
、
世
紀
末
象
徴
主
義
運
動
に
か
か
わ
っ
て
い
た
当
事
者
ド
ニ
に
と
っ

て
す
ら
、
決
し
て
当
時
の
周
囲
の
状
況
が
自
明
の
所
与
と
し
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
、
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
ド
ニ
の
〈
史
実
〉
の
〈
歪
曲
〉
、
八
担
造
〉
は

示
唆
し
て
い
る
。
一
九

O
六
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
「
一
八
九

O
年
頃
我
々

の
理
解
し
て
い
た
象
徴
主
義
」
(
竺
と
セ
ザ
ン
ヌ
・
ゴ

1
ギ
ャ
ン
と
を
結
び
つ
け

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
十
六
年
の
歳
月
こ
そ
、
ド
ニ
が
自
分
の
個
人

史
を
位
置
づ
け
る
べ
き
周
囲
の
状
況
を
入
手
す
る
の
に
要
し
た
遅
延
で
あ
り
、

自
己
の
体
験
を
、
比
較
的
〈
客
観
的
〉
な
歴
史
の
文
脈
に
組
み
込
む
〈
歴
史

化
〉
に
要
し
た
時
差
に
他
な
ら
な
い
。

ド
ニ
と
い
う
個
人
に
と
っ
て
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
み
る
と
、
既
に
セ
ザ

ン
ヌ
か
ら
ゴ

l
ギ
ャ
ン
へ
と
い
う
象
徴
主
義
前
史
が
あ
ら
か
じ
め
存
在
し
て
い

て
、
そ
の
上
で
彼
が
象
徴
主
義
運
動
を
展
開
し
た
わ
け
で
は
全
く
な
い
。
む
し

ろ
自
分
た
ち
の
営
み
の
土
台
と
な
っ
た
〈
過
去
〉
は
、
自
分
た
ち
の
創
作
活
動

と
い
う
主
体
的
な
場
の
中
で
、
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
〈
過
去
〉
は
決
し
て
な
に
か
忌
い
酌
ム
い
も
の
な
の
で
は
な
く
、
〈
想

起
V
の
際
に
か
ら
か
か
も
の
な
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
世
紀
末
の
象
徴
主

義
理
論
わ
か
い
か
な
ど
ど
こ
に
も
存
在
せ
ず
、
あ
る
の
は
た
だ
そ
れ
に
つ
い
て

ド
ニ
が
加
え
た
解
釈
の
み
で
あ
り
、
逆
に
あ
る
時
点
で
ド
ニ
の
立
て
た
〈
過

去
〉
解
釈
こ
そ
、
そ
の
時
の
ド
ニ
に
と
っ
て
世
紀
末
象
徴
主
義
そ
の
も
の
の
謂

な
の
で
あ
る
。
〈
過
去
〉
と
は
、
歴
史
空
間
の
中
の
一
静
止
点
で
は
な
く
、
常

に
現
時
点
か
ら
回
顧
し
て
、
持
続
の
内
に
遡
及
的
に
形
成
さ
れ
る
、
一
期
一

会
、
そ
の
場
限
り
の
歴
史
的
形
成
物
な
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
こ
の
歴
史
認
識
に
立
脚
し
て
想
起
さ
れ
る
八
過
去
〉
は
、
ド
ニ
が

そ
の
〈
過
去
〉
を
想
起
す
る
視
点
に
従
っ
て
刻
々
と
変
化
す
る
。
一
九

O
三
年

に
お
け
る
一
八
八
八
年
の
ゴ

l
ギ
ャ
ン
像
と
一
九

O
六
年
の
そ
れ
と
は
、
実
際

大
き
く
異
っ
て
い
る
。
だ
が
視
点
が
異
れ
ば
同
一
の
対
象
も
形
や
大
き
さ
に
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p ， 

お
い
て
異
っ
た
相
貌
を
呈
す
る
の
は
む
し
ろ
あ
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
ド
ニ
課
題
で
あ
る
。

が
人
生
を
歩
む
に
つ
れ
て
、
一
八
八
八
年
像
は
、
想
起
の
た
び
に
姿
を
変
じ
、
か
た
や
遍
在
す
る
梓
の
巨
の
照
覧
に
供
す
べ
く
、
厚
み
の
な
レ
の
っ
ぺ
ら
ぼ

沈
厳
し
て
ゆ
く
。
八
一
八
九

O
年
頃
の
象
徴
主
義
〉
は
ド
ニ
の
生
き
て
い
る
限
う
の
表
面
に
仕
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〈
史
実
〉
の
予
サ
イ
ク
的
集
積

り
生
成
と
変
貌
を
停
止
し
な
い
。
新
史
料
に
触
れ
、
新
し
い
視
座
を
獲
得
す
る
と
し
て
の
歴
史
(
も
と
も
と
互
い
に
ぴ
た
り
と
当
て
は
ま
る
ピ

l
ス
(
史
料
)

度
に
ド
ニ
の
〈
心
理
的
事
実
〉
上
の
一
八
八
八
年
は
不
断
に
更
新
さ
れ
て
ゆ
か
ら
は
出
来
て
お
ら
ず
、
そ
も
そ
も
そ
の
ビ

l
ス
も
い
く
つ
か
欠
落
し
て
い
る
'

く
。
ド
ニ
に
と
っ
て
の
一
八
八
八
年
と
い
う
も
の
は
、
従
っ
て
、
そ
の
上
に
ド
た
め
に
、
永
久
に
完
成
し
な
い
ジ
グ
ソ
ー
・
パ
ズ
ル
と
言
う
べ
き
か
)
と
、
か
叫
ヘ

ニ
が
回
顧
的
・
遡
及
的
に
与
え
、
つ
け
加
え
、
改
め
て
い
っ
た
解
釈
の
沈
殿
物
た
や
存
在
被
拘
束
的
な
遡
及
的
あ
と
知
恵
、
合
理
化
で
、
い
や
お
う
な
く
甑
酷
‘

F

の

な

す

堆

積

の

総

体

と

し

て

の

み

存

在

す

る

。

を

き

た

し

、

矛

盾

撞

着

し

、

衝

突

し

、

食

い

表

裏

し

た

ま

ま

、

重

畳

し

、

J

k

d

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
現
在
の
視
点
に
拘
束
さ
れ
た
幾
つ
も
の
一
八
八
八
年
沈
殿
・
堆
積
し
て
ゆ
く
〈
過
去

V
H
〈
心
理
的
事
実
と
し
て
の
歴
史
〉
。
こ

-
I
L
P
ω

像
、
遡
及
的
再
解
釈
を
下
す
毎
に
そ
の
姿
を
変
じ
て
し
ま
う
多
様
で
把
み
ど
こ
の
両
者
の
差
こ
そ
、
歴
史
家
の
珪
想
と
す
る
〈
史
実
と
し
て
の
歴
史
V

!〈
客

げ

7
占

が

ろ
の
な
い
過
去
像
は
、
歴
史
家
に
は
承
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
歴
史
家
観
史

V
と
、
回
想
の
織
り
な
す
〈
過
去
像
と
し
て
の
歴
史

V
1〈
主
観
史
V
と

J

H

V

J

が
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
て
い
る
の
は
、
〈
史
実

V
と
し
て
の
、
住
の
差
に
他
な
ら
な
い
(
雪
。

t
i
l
l
-
か
者

d

一
絶
対
の
一
八
八
八
年
像
だ
か
ら
で
あ
る
。

-
l
l
今
や
客
観
史
と
主
観
史
の
対
立
は
、
実
在
的
投
企
た
ら
ざ
る
を
得
ぬ
〈
歴
史
¥

だ
が
、
一
体
真
の
〈
史
実

V
と
し
て
の
一
八
八
八
年
な
る
も
の
は
、
ど
こ
か
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
〉
を
学
問
の
名
の
下
に
忘
却
し
て
た
だ
単
に
選
別
さ
れ
た
史
料

に
存
在
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
我
々
は
ド
ニ
の
〈
過
去
〉
の
歪
み
を
二
ゅ
ん
を
統
合
的
・
合
理
的
に
再
構
成
す
る
こ
と
の
み
に
腐
心
す
る
〈
歴
史
研
究
〉

部
分
的
で
こ
そ
あ
れ
〈
反
証
〉
し
、
よ
り
〈
本
当
の
史
実
〉
と
し
て
の
一
八
八
・
向
ム
と
、
他
方
そ
れ
自
体
で
は
学
問
た
り
得
ぬ
〈
歴
史
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
〉
と
の
対
立

八
年
に
近
づ
き
得
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
〈
史
実

V
と
し
て
の
一
八
八
八
年
山
に
置
換
さ
れ
、
ま
す
ま
す
埋
め
難
い
二
分
極
化
を
呈
し
た
の
み
で
一
向
に
〈
史

は
、
仮
に
い
か
な
る
新
史
料
が
発
見
さ
れ
て
も
、
も
は
や
し
ょ
せ
ん
そ
の
史
料
一
'
実
V
に
は
達
し
な
い
(
図
4
)
(回
)
0

の
提
出
す
る
〈
近
似
値
〉
を
頼
り
に
推
定
さ
れ
る
〈
不
在
物
〉
に
す
ぎ
な
い
。
一
八
心
理
的
事
実
と
し
て
の
過
去
像
V
と
〈
客
観
的
史
実
と
し
て
の
歴
史
〉
と

そ
も
そ
も
一
八
八
八
年
現
在
な
ど
今
は
ど
こ
に
も
在
り
は
し
な
い
か
ら
で
あ
，
の
聞
の
こ
の
埋
め
難
い
亀
裂
、
〈
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
歴
史
〉
と
、
〈
歴

る
。
と
す
れ
ば
〈
史
実
〉
な
る
も
の
は
、
た
だ
神
の
目
を
通
し
て
の
み
、
視
点
史
研
究
〉
が
追
い
求
め
て
も
し
ょ
せ
ん
も
は
や
永
遠
に
失
わ
れ
た
〈
不
在
〉
で

が
存
在
被
拘
束
的
で
な
く
、
時
間
に
遍
在
す
る
神
の
目
を
通
し
て
の
み
、
把
握
し
か
な
い
八
史
実
そ
の
も
の
の
歴
史
〉
と
の
聞
の
こ
の
す
き
間
、
一
見
理
不
尽

し
得
る
態
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
遍
在
す
る
目
を
通
し
て
、
〈
史
実

V
の
流
な
こ
の
両
者
の
ず
れ
こ
そ
、
し
か
し
実
は
〈
生
の
厚
み
〉
で
あ
り
、
生
き
ら
れ

れ
を
一
望
の
下
に
見
下
ろ
す
こ
と
こ
そ
、
歴
史
家
に
課
せ
ら
れ
た
、
不
可
能
の
た
歴
史
の
持
つ
厚
み
の
証
し
で
は
な
い
か
。
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図4

歴
史
を
生
き
る
人
は
い
や
お
う
な
く
八
史
実
〉
と
は
違
う
歪
ん
だ
過
去
像
を

築
い
て
は
、
そ
の
上
に
未
来
を
構
想
し
、
男
い
て
ゆ
く
。
そ
の
〈
史
実
〉
と
過

去
像
と
の
差
異
・
亀
裂
に
こ
そ
、
歴
史
を
生
き
る
人
が
八
歴
史
〉
に
賭
け
た
生

の
重
み
が
露
出
す
る
。
歴
史
家
が
、
し
ょ
せ
ん
達
成
不
可
能
な
営
み
と
知
り
な

が
ら
八
史
実
〉
を
求
め
て
や
ま
な
い
の
は
、
決
し
て
〈
真
実
〉
な
り
八
史
実
〉

の
た
め
に
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
え
に
こ
の
八
生
の
厚
み
〉
を
浮
き
彫
り
に

す
る
よ
り
ど
こ
ろ
を
獲
得
す
る
た
め
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

凡
例
注
配

引
用
文
〈
「
:
・
:
」
)
中
、
八
:
:
:
V
は
京
文
イ
タ
リ
y

ク
、
傍
点
ぽ
原
文
大
文
字
を

F
A
Z，
 

A

4

~

 

ベ
戸
、

、一
F

小
/
U

，
m
 

凶
一
円
宮
町
『

E
Z
E
2
F
N
Uユ
n
y
R
g
m
H
E
z
r
E
H叶
・
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
序
文
。
~
伝

送
皇
『
号
、
弘
之
誌
一
九
二

O
年
十
二
月
号
論
文
〔
百
円
吋
・
に
再
録
〕
等
)
。
こ
の

辻
棲
あ
わ
せ
を
根
拠
と
し
た
「
ポ

i
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
は
一
八
九

O
年
の
運
動
の
先
駆

者
で
あ
っ
た
」
と
の
ド
ニ
の
見
解
が
文
献
的
に
は
「
遡
及
」
官
官
宮

g
z巴
で
あ
る

こ
と
は
既
に

E
E
N
N丘
三
官
、

1
N・匂・

8
)
が
夙
に
推
論
し
て
い
る
。
彼
女
は

「
セ
ザ
ン
ヌ
に
帰
す
る
十
分
な
根
拠
が
あ
る
と
私
の
考
え
て
い
た
意
見
の
説
明
を
こ

の
老
巨
匠
の
口
か
ら
耳
に
す
る
の
が
(
一
九

O
六
年
の
エ
ク
ス
へ
の
〉
巡
礼
の
目
的

だ
っ
た
」
と
い
う
ド
ニ
の
証
言
ハ
Z
・
叶
・
℃

-
H
H
S
に
着
目
し
て
、
両
者
の
美
学
を

「
先
輩
が
後
輩
へ
お
よ
ぼ
し
た
反
応
と
い
う
よ
り
は
彼
ら
の
探
求
上
の
符
合
」

(
E
E
N
N
Z
F
8・
巳
寸
志
・

8
|怠
)
と
推
測
す
る
慧
眼
を
見
せ
て
い
る
。
が
、

こ
の
ド
ニ
の
証
言
自
体
の
信
想
性
は
文
献
的
に
は
確
認
不
可
能
で
あ
る
。

(

町

)

開

E
-
o
F
E
R
P
A
F
5
2一
円
号

g
z
-
n
b
N
Eコ巾

y
ミ

ミ

ミ

ミ

号

、
吉
司

H
2・
5

l
×

1
5
0斗
・
匂
・
。

N0・
池
上
忠
治
訳
編
『
セ
ザ
ン
ヌ
の
手
紙
』
筑

摩
書
房
、
一
九
六
七
年
、
二
四
六
頁
。

(
臼
)
叶
ω
・
匂
・
斗
N
・
〈
「
宗
教
絵
画
覚
え
書
き
」
一
八
九
六
年
)
。

(
印
)
と
い
う
の
も
、
各
々
の
史
料
の
産
出
年
代
に
配
慮
を
払
わ
ず
に
、
そ
れ
ら
同
志

を
つ
き
合
わ
せ
、
そ
の
整
合
性
を
手
が
か
り
に
〈
史
実
〉
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る

目
論
見
の
字
む
危
険
性
は
、
既
に
我
々
が
ド
ニ
自
身
の
象
徴
主
義
系
譜
〈
担
造
〉
に

見
た
と
お
り
で
あ
る
し
、
か
と
い
っ
て
逆
に
我
々
の
試
み
た
よ
う
に
、
各
々
の
史
料

の
産
出
年
代
や
視
座
ま
で
問
題
視
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
た
し
か
に
各
々
の
史

料
の
持
つ
バ
イ
ア
ス
を
相
対
的
に
推
測
し
、
ひ
と
つ
の
〈
史
実
〉
が
各
々
の
史
料
産

出
者
に
と
っ
て
、
史
料
産
出
当
時
に
〈
何
〉
で
あ
っ
た
か
を
記
述
す
る
こ
と
は
で
き

て
も
、
も
は
や
、
そ
れ
ら
相
反
す
る
証
言
、
解
釈
を
生
み
出
し
た
虚
な
る
源
泉
、
も

は
や
永
遠
に
不
在
で
あ
る
、
唯
一
絶
対
の
〈
史
実
〉
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
語
る
野
望

は
放
棄
す
る
他
な
い
。
学
問
と
し
て
の
歴
史
学
は
、
究
極
的
に
は
、
歴
史
史
料
に
つ

い
て
語
る
こ
と
は
で
き
て
も
〈
歴
史

V
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
む
ろ

ん
、
こ
れ
ら
相
い
容
れ
ず
矛
盾
撞
着
す
る
史
料
群
を
、
そ
の
視
点
の
差
、
認
識
レ
ベ

ル
の
相
違
に
従
っ
て
、
全
体
と
し
て
秩
序
づ
け
、
成
層
化
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
お

示
す
。
地
の
文
中
八
・
・

:
V
は
厳
密
な
引
用
「
:
:
:
」
と
区
別
さ
れ
た
、
ひ
と
ま
と
ま

り
の
考
え
を
強
調
す
る
。
引
用
文
中
の
引
用
は

A
A
-
-
:
-
V
を
用
い
る
。
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註*

ド

ニ

の

著

書

に

関

す

る

略

号

百

、H，
H吋
走
。
ミ

2
・
AHh'ご
さ
ぎ
~
弓
誌
町
内
町
内
叫
向
。

hHHhhNhh誌
言

ヨ

ミ

H
き
さ
ペ
ム
令
『
、
』

え
さ
え
ま
と
き
〉
勺
ロ
『

F
F
5『
『
立
者
三
己
一

-
f
E
N
O
(さ一一党一己
2N)・、

、『臼一同，

bh。『
H内
切
唱
え

hh'泊
、
と
ら
も
と
同
ミ
町
内

bHh
門

~ahh凡「九泊三ヘ
4

・一己・か寸山
2
d
司門戸『
-2]

一三

。
・
刃

2
2】
]
押
門
で
〉
=
。
コ
ロ
ヨ

L
》門戸『

F
出
。
『
ヨ
ω
ココ・

5
2・

』
同
日
、
。
R
3
S戸、
pvgo-(]
∞∞件

|
]
2
3・
勺

R
y
n
c
Zヨ
ゲ
♂
呂
可
・

]同同一

'T之
さ
之
、
『

Cヨ
の
同

(sou--]φN3・
E
H・2
・
n。
-cヨ一
F

E
弓・

z-
叶
・
ぃ
ミ
CHhNミ
ミ
ミ
吋

bhミ九円、
F
Z『
~
.
a
之
さ
。
へ
~
ミ
之
内
相
之
さ
『
~
ミ
之
さ
ミ
〉

(HOH品
itHφN戸
)
・
勺
ロ
ユ
♂
目
。

NN・

(
品
)
〕
ロ
・
℃
-
N
3

(
必
)
同
，
・
っ
・
。
他
二
、
叶
七
-
N
U
・、円

h

E

七-
A

∞
・
吋
ロ
-
七
斗
ω
セ
ラ
ペ
浩
一
せ
よ
。

(
円
引
)
】
『
・
『
4

・
5
匂

(
必
)
]
同
・
七
日
。
。

〈
必
)
叶
・
匂
・
。
ω・

(
印
)
叶
・
℃
-
N
。。・

(
日
)
、

HJ
『}-NNN・
た
一
お
、
叶
・
℃

N
E・
(
「
セ
ザ
ン
ヌ
」
)
に
再
出
。

(
臼
)
寸
・
℃

-Nωω
・
(
「
セ
ザ
ン
ヌ
」
一
九
Q
六
年
)
、

4
・-】℃

-
N
S
I
N
S・
(
「
ゴ

I

ギ
ャ
ン
と
ヴ
7

ン
・
ゴ

y

ホ
で
つ
古
共
主
義
へ
一
一
九
二
九
年
三
註
日
参
日
。

(
臼
)
吉
岡
・
っ
-
デ
ミ

l
A∞・

へ
日
)
叶
・
つ

-NNω

(臼
)

H

A

ミミ・

A-

(
日
)
何

-
n
c℃
℃
}
弓
『
唱
、
む
き
)
同
泊
三
河
、
「
d
u

ベミミ
h
M
q
h
p

のロユロロ門】・

z。J
4
J
R
C
『一向お
H

-LH-三
c
-
f
E呂
・
℃
・

ω
5・
{CC門
口
。
件
。
・
こ
の
後
ド
ニ
は
、
こ
こ
で
提
出
し
た
、
セ

ザ
ン
ヌ
の
八
複
製
の
代
リ
に
表
象

γ
即
ナ
ピ
派
象
徴
主
義
心
「
等
旬
物
一
と
す
る
、

八
合
理
化
ソ
セ
場
J
返
す
こ
と
こ
な
る
(
匂

2
5
0三
百
円
安
v

欠
三
三
二

2
x
-
x
z

の
れ
の
ま
わ
り
に
、
か
く
の
ご
と
く
相
反
す
る
幾
多
の
デ
{
ス
ク
ー
ル
を
析
出
さ
せ

集
積
さ
せ
る
磁
場
の
源
泉
は
、
自
分
を
と
り
ま
く
こ
の
星
雲
の
大
き
さ
ゆ
え
に
歴
史

上
の
〈
出
来
事
〉
と
し
て
認
定
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
こ
の
磁
場
を
こ
そ
腔
史
の
現
場

と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
磁
場
の
作
用
そ
の
も
の
の
解
明
を
こ
そ
歴
史
学
の
対
象

と
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
印
)
一
九

O
八
年
に
サ

l
ラ
・
ス
ダ
イ
ン
が
記
録
し
た
マ
テ
ィ
ス
の
教
え
に
は
、

「
色
彩
や
遠
近
の
関
係
で
も
っ
て
、
あ
な
た
が
モ
デ
ル
に
見
る
諸
関
係
の
等
価
物
を

構
築
し
な
さ
い
。
(
中
略
)
モ
デ
ル
で
あ
れ
、
他
の
主
題
で
あ
れ
、
そ
れ
を
表
象
す

る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
っ
て
模
写
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
モ
デ
ル
と
あ
な
た
の
絵

と
の
聞
に
は
色
彩
の
関
係
は
あ
り
得
な
い
。
考
慮
す
べ
き
は
た
だ
あ
な
た
の
絵
の
色

彩
関
係
と
、
モ
デ
ル
の
色
彩
関
係
と
の
等
価
性
だ
け
な
の
で
す
。
」
(
冨
白
己
目
指
-

同
ミ
ご
ミ
同
ぎ
、
。
同
き
こ
ぜ
三
官
宮
口
広
田
宮
『

F
5
5
5
5
3
z
S
F

E
『
F
出
2
5
ω
ロ
P

E吋

N
-

℃℃・斗
N

斗
ω)
と
あ
る
。
本
稿
で
扱
っ
た
、
ゴ

l
ギ
ャ

ン
「
偶
感
抄
」
の
「
等
価
物
」
(
註
お
)
お
よ
び
、
そ
れ
と
ド
ニ
が
同
一
視
し
た
セ
ザ

ン
ヌ
の
〈
複
製
で
な
く
表
象
〉
の
考
え
と
の
類
似
に
は
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が

あ
る
。
マ
イ
ヨ

i
ル
は
ド
ニ
宛
て
の
手
紙
(
一
九

O
七
年
、
]
ロ
・
℃
・

2
)
で
、
ド
ニ

に
ド
・
ロ
ト
ン
シ
ャ
ン
の
『
ゴ

l
ギ
ャ
ン
の
生
涯
』
を
読
ん
だ
か
と
尋
ね
て
い
る
が
、

実
は
こ
の
時
マ
イ
ヨ

l
ル
の
所
に
マ
テ
ィ
ス
が
寄
寓
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
マ
テ

ィ
ス
は
「
等
価
物
」
の
考
え
を
ド
・
ロ
ト
ン
シ
ャ
ン
の
本
を
介
し
て
ゴ

l
ギ
ャ
ン
か
.

ら
学
ん
だ
可
能
性
が
生
じ
る
。
両
者
の
親
近
性
を
示
唆
し
た
オ
プ
ラ

l
の
指
摘
(
巴
匹

、g
n
・
0
℃
1
2・
。
、
.
ミ
子
同
】
匂

N
g
I
N
S・
)
に
、
我
々
は
か
な
り
有
力
な
傍
証

を
得
た
と
言
え
よ
う
。
ド
ニ
と
マ
テ
ィ
ス
の
美
学
の
親
近
性
も
故
な
き
こ
と
で
は
な

い
の
で
あ
る
(
ド
ニ
と
マ
テ
ィ
ス
の
関
係
に
つ
い
て
は
註
l
の
拙
稿
参
照
)
。
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